







論殻3Ji.代詩・現代文化 2018 VoU9 pp.l-15 
ベケットの想像力と「人間と世界の鮮」
対)~~ 美千子
Beckett's Imagination e1nd '¥he Link between Man and the World" 
Samuel Bec1mtt's work repetitively descrilコesthe retreat from the "big world" into the ・;ljtle
world." And bis jm21ge of the“litle world" u1Volves the suspension of the world. This does not 
mean that Becl日tt's“lit]eworld" is b21sed 011 an escape fTorn the world. Itc21n be said th21t his 
“litle world" has ihe possibility of indic21ting・;thelinl王betweenman and the world" (Deleuze) in 
its unique manner. Through 1'eadiロgsof his critical w1'itings and H'aiting・ルァ Godottogethe1' 
with Deleuze's theory of film and Blanchot's theory of lite1'ature， this article argues that 
Beckett's im21gin21tion should be understood not in te1'ms of mimesis or re-presel1.tation in the 
convention21l sense but in relation to the cree1tion of the image of '1he link betweel1 m21n and the 
¥vorld." 1t also argues th21t in Beckett's work this im21ge 21p戸earsin the extreme condilion of 
"being sho1't of the world" and iHuminates wh21t he c21ls "121 condition humaine，" "quelque chose 
de fond21ment21l" or“the 21rchetyp21l." This is closely related to tbe f21ct th21t Becketfs im21ges 21re 
essential1y ch21raderized by the double nature of “the ide21l real，" in other words， being "ide21l" 

















































表現するものと表現されるものとのあいだに (betweenrepresenter and representee) よ
り正当な、より十全な、より包括的なく結びつき〉を求めてきた歴史にほかならない。[一]

























































メージ、 惣像的なもの、想像力は「内的な幻想、を抱く能力J だけでなく、 I~ I~現実 I~I~ なものに 1m
有のリ アリ ティへの接近」 ゃ f現実的なものを再創造し新たにする仕方、すなわち、非現実の
I~ !j かれ(1'ouverture de 1'irreahte) Jを意l床する と述べる。12つまり、 想像力は模倣ではな く、














にあふれた場(lelieu vide et anime)になる こと を安求する o u 
このように述べた後、プランショは、なぜ作品が書く人間にこのような変形を要求するのかと
いう 1司いに対する答えをどこに見出すべきかを示す。



















ベケット tことっての想像力は、 ドゥルーズやプランショ の想像力やイ メージに関する見方と
同様に、ミメ ーシス、再現や模倣とは異なる次元で、働くものである 0 ・'lmaginationmorte 
imaginez" /;'Imagination Dead lmagine"という作l見のタイトル(作品の最初の部分にもこの言
葉は出てくる)は、ミメーシスという意味で理解される想像力が死んだ次元で惣像せよ、とい
うことを表すとも桝釈でき る。 15このような想像力が自 らの限界に向かう地点で、「くいかなる


























ことに関わる 9 ドゥルーズは、『シネマ 2jで、シコープエールの言葉を援用しながら、現代i決闘に
おけるイメージについて次のように述べている Q
|決理liのイメージは、それが運動を逸脱させたこと自体を引き受けるとき、世界の1=:11析をも
たらし (opereuロesuspension de ?nonde)、見えるものに、ある動揺をもたらす (21fectele 













世界が窮乏しているとか、自己が窮乏しているとかいう窮乏 (being short， short of the 
world， short of と、そういったありがたいイ史利なものをまったく欠いているという欠



















分が世界から自l主!なのではなく世界を奪われていると感じるのだ (nese sent pas libre du 
monde， mais prive du monde)。自己を支配しているのではなく自己から離れ去っている






ここで最初に出した 1~:11 いにもと守ってみたい。もしベケ ッ ト作品に「人間と世界との料」をイ
メージとして提示し、それを私たちに信じさせる力があるとしたら、ベケット作ifhではそれは






















重要である j と述べる 027彼らに共通の根となる「同じひとつの経験」とは、は:]ミガ~jll~1句ななにも







































であると説明し、 r~1、はあらゆる付i胃的なもの (allthe accidentals)を取り除く。本質的なもの





human figure that is completely real but at the same time not encumbered by any sort of 
accidentals)にたどり着くのだ。誰かが素敵なスーツを持っているかどうかは、その人の





























現実的なもの、想像と直接理解、象徴と実体とのあいだに協同作用 (aparticipation between 
the ideal and thereal， imagination and direct apprehensiol1， symbotand substance) Jがうまれ、



































































*本稿は、 2017;{~三 7 月 81ヨに東京工業大学で開催されたサミュエル・ベケット研究会第 491固
定例会にで口頭発表した原稿「ベケットにおける想像力の可能性をめぐってJの一部に加筆修
正を加えたものである。引用はJ;!1訳を使用させていただいたが、訳文は必安にj芯じて変更した。
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